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平成２１年度 朝日庄内森林環境保全ふれあいセンターの活動状況(概要)

活 動 事 項 取 組 内 容

(1)朝日庄内プロジェクトの ○「朝日庄内プロジェクト」リニューアル検討委員会（３回）

見直し （９/24、10/29、12/10）

（2）朝日山地森林生態系 ○管理委員会(７/３)

保護地域の保全管理 ○巡視員会議(７/４､12/12)

○合同パトロール(８/１～２)

○七曲ショートカット標識設置（5/27） 撤収（11/５）

○スノーモービル乗入に関する関係団体との意見交換(11/18、12/24、１/27)

○スノーモービル実態調査等(４/17､20､27、3/26～27)

○朝日連峰保全協議会(５/22、９/26～27)

（3）庄内海岸林等の保全 ○森林ボランティア活動

活動 ①クロマツ林整備（下刈り）(6/25)

○森林ボランティア活動の支援

①酒田北高校：松林整備ボランティア活動(５/27)

②光ヶ丘松林整備ボランティア活動(6/27、9/26)

③JTの森森林整備（９/19）

④遊佐中学校：森林整備体験学習(10/8)（荒天中止）

○「出羽庄内公益の森づくりを考える会」

(第１回:5/26、第２回:8/27、第３回:2/27)

○クロマツシンポジウム(11/28)

○万里の松原に親しむ会総会(4/11)

○庄内海岸のクロマツ林をたたえる会総会(３/６)

（4）緑の回廊における取 ○土湯の森自然再生実施協議会(5/20)

組 ○土湯の森自然再生の取組

①森林再生ゾーンでの植栽作業（７/８）

②森林再生ゾーンでの更新補助作業(刈払い)(７/31)

③モニタリング調査(10/17)

④ナラ枯れ被害木の伐倒とキノコのコマ打ち(11/14)
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活 動 事 項 取 組 内 容

（5）森林環境教育の推進 ○朝日自然塾プログラムの開講(３回：６/13､6/26､７/11)

○朝日自然塾連絡協議会(11/27～11/28)

○巣箱づくりと探鳥会（万里の松原に親しむ会）（10/31）

○クロマツ探検隊（西荒瀬保育園）（３回：4/10、9/8、10/20）

○木工クラフト教室（西荒瀬保育園）(２回：12/14、3/9)

○森の遊えんち（朝日村観光協会）（３回：10/10、10/17、２/20）

○日本山岳会山形支部・HAT-J山形支部の生物多様性研修に講師派遣

（１/22）

（6）各種イベント等 ○山開き(朝日連峰:５/31、６/13､６/26、月山:7/1)

○庄内森とみどりのフェスティバル（鶴岡会場）(10/24､25)

○庄内森とみどりのフェスティバル（酒田会場）(11/３)

○山形県国有林野等所在市町村長有志協議会(８/27)

○山形県森林協会総会(5/18)

○庄内地方林業振興協議会(5/14)

○高舘山自然休養林管理運営協議会総会(5/8)

○朝日地域山岳遭難救助対策委員会（7/17）

○森林文化都市実践事業説明会（８/11、３/25）

○月山ダム水源地域ビジョン推進協議会(４/21、８/28、12/22)

○地域森づくり報告会（最上会場 １/17、庄内会場 1/30）

（7）広報 広報誌の発行 ２回（11/26、３/３）

このほか号外として月山周辺でブナの葉を大規模に食害して話題となった

ウエツキブナハムシについて紹介した。

ホームページ 随時更新

（11/１より局サーバ移行にともなうリニューアル）

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/index.html
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１ 朝日庄内プロジェクトの改訂

朝日庄内森林環境保全ふれあいセンターは平成16年に策定した「森林生態系ネットワーク保全再

生モデルプロジェト（朝日庄内プロジェクト）」に基づき業務を行ってきたが、5年が経過し本プ

ロジェクを取り巻く情勢や本プロジェクトに対する期待も変化してきていることから、プロジェク

トの改訂について検討するため、学識経験者等からなる「朝日庄内プロジェクト」リニューアル

検討委員会（座長・小野寺弘道山形大学農学部教授）を設置し、プロジェクトの改訂を行った。

９月24日（木） 第１回「朝日庄内プロジェクト」リニューアル検討委員会

10月29日（木） 第２回 〃

11月10日～11月30日 パブリックコメント

12月10日（木） 第３回「朝日庄内プロジェクト」リニューアル検討委員会

新プロジェクトでは、生物多様性の把握とその適切な保全をより重視するとともに、これま

で進めてきた朝日山地森林生態系保護地域の保全や鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊の整備、庄内

海岸林や高館山の保全活動、朝日自然塾の更なる充実に向け、生物調査に取り組む団体などの

参画を要請するとともにサポーターの募集なども行い、新たなネットワークを構築することと

している。

なお、２月４～５日に秋田市で東北森林管理局が行った森林・林業技術交流発表会において、こ

の取り組みについて局内外に広報した。
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朝日山地森林生態系保護地域管理委員会を７月３日（金）に山形市の自治会館で開催。

モニタリング調査やボランティア巡視活動などについて論議。

朝日山地森林生態系保護地域の夏山シーズンの巡視活動

を前に、７月４日（土）、春季巡視員会議を鶴岡市（旧朝日

村）の「朝日山村開発センター（すまいる）」で開催。

今年度の活動方針などについて意見交換。会議終了後は

勉強会として「朝日軍道と長井山岳会」

をテーマに長井山岳会竹田憲策氏が講演。

管理委員会（７月）

巡視員会議（春季）

２ 朝日山地森林生態系保護地域の保全管理

巡視員記章デザイン決定

朝日山地森林生態系保護地域巡視員が公

募により決定。このデザインのワッペンと

帽子を、巡視員に配布。
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朝日山地森林生態系保護地域の保全管理の取組として、

８月１日（土）～２日（日）に巡視員と国有林関係者によ

る合同パトロールを４ルートで実施。各コースとも入山者

へのマナー指導とゴミの回収を行いながら、保全管理に係

わる事項について点検を行った。

朝日山地森林生態系保護地域巡視員会議（秋季）を12月12日(土)に山村開発セ

ンター（すまいる）で開催。巡視結果に対する意見交換等が行われた。

会議終了後は勉強会として「チベット未踏峰から日本の野山へ」と題して、

山形山岳連盟のヒマラヤ遠征に参加しヤラシャンポ登頂を果たした小国山岳会

の吉田岳氏による講演を実施。

合同パトロール

巡視員会議(秋季)

ルート 月 日

大鳥池 ８月２日（９名）

天狗角力取山 ８月１日（３名）

祝瓶山 ８月２日（４名）

朝日川（朝日俣沢） ８月１日（３名）

朝日俣沢

三角池のほとりで

祝瓶山天狗角力取山

講
師
の
吉
田
岳
氏
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朝日山地森林生態系保護地域及び月山周辺におけるスノーモービルの乗り入れについて、４月17

日（金）、20日（月）、27日（月）、３月26～27日（土日）に実態調査を実施。森林生態系保護地域

への乗入れは月山周辺では確認されなかった。また、鳥原山周辺への乗入れ情報が寄せられたため、

乗り入れ地点であるAsahi自然観スノーパークでも、３月28日（日）にマーナーガイドを配布して

啓発活動を実施。

スノーモービル乗り入れ実態調査

昨年まで環境省が保全修復実証試験として実施してきた登山道の保全修復と植生復元を継続す

るため、山岳関係者等からなる朝日連峰保全協議会が発足。９月26日～27日に銀玉水周辺で実施

した保全修復に当センターも参加。山岳団体等の多くのボランティアが参加。

朝日連峰保全協議会の登山道修復に参加

出谷川巡視

９月９～10日、かねてから幕営とゴ

ミが問題となっていた出谷川を巡視。

一張りのテントを発見し、幕営が禁じ

られている旨を伝えて撤収を求めたと

ころ、相手方は「知らなかった」と素

直に応じた。テン場には「幕営禁止」の簡易標識を設置。
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第２回鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊（土湯の森）自然再生実施協議会を５月20日（木）に戸沢村役

場において開催。前年度の活動、モニタリング調査結果等の報告を踏まえ、平成２1年度「土湯の森」づくり

について、引き続きブナ等の植栽、更新補助のための刈り払いを継続することなどを決定。また、モニタ

リング調査は、当初対象としていた樹木だけではなく、センサーカメラなどを活用した動物の把握

もしていくこととしたほか、引き続き地域の子供たちや地域住民を含めたボランティアに参加を呼

びかけながら再生の取組を実施することを確認。

７月８日（水）、山取苗の植栽を実施。平成20年秋に山取したブナやイタヤカエデなどの約３００本を、ス

キー場跡地でもっとも植生回復が遅れている箇所に植栽。戸沢中学校の一年生と先生のほか、地元住民

や神室山系自然を守る会など約９０名が参加。

～森林再生ゾーンでの植樹（山取苗の植え付け）～

３ 緑の回廊における取組

「土湯の森」自然再生の取組
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７月31日（金）、生育しているカエデ類などの稚幼樹の保育や更新補助を目的にススキ等の刈り

払いを実施。昨年に続いて戸沢村を訪れていたアジア学院の留学生と地域住民や神室山系の自然を

守る会など多くの方が参加。作業終了後「幻想の森」を散策しながら日本の森林にふれた。

旧最上川スキー場周辺では以前からカシノナガキクイムシによるナラ枯れが発生していたが、今

年は旧ロッジ付近でも多くの被害が発生したため、当初計画を変更して被害木の処理を実施。カシ

ノナガキクイムシの幼虫は枯損木の中で成長し翌夏羽化して被害を拡大するため、この住み家を短

尺処理により乾燥させて駆除するもの。

11月14日（土）、あいにくの雨の中、ま

た新型インフルエンザの影響で子供達の参

加が得られない中、18名の参加者により伐

倒処理を実施。

また、伐倒木上部の虫害のない箇所にシ

イタケやナメコなどキノコのコマ打ちを実

施した。

10月17日（土）、山形大学農学部の高橋教夫教授と学生８名の協力を得て、３回目の植生モニタ

リング調査を実施。発生稚樹を把握するために設定した４プロット（森林再生ゾーン〔刈払区①、

対象区②〕、自然推移ゾーン〔③、④〕）と、植栽したブナ等の稚樹を対象。

調査結果をみると、森林再生ゾーンの発生稚樹は、前年同様30cm未満のスギが大半を占め、プロ

ット内の調査結果からは刈払いの効果は未だ認められない。しかし、プロット外には刈払い後に急

速に成長した樹木も少数ながら認められた。一方、自然推移ゾーンでは、31cm以上が9,500本/ha、

61cm以上が4,500本/haと生長した稚樹も多く見られ、順調な更新を示していた。

～モニタリング調査～

～森林再生ゾーンでの更新補助作業（刈り払い）～

～ナラ枯れ被害木の伐倒とキノコのコマ打ち体験～

雨の中の作業を終えて
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また、植栽木の調査では、前年植栽木の被害率は前回調査

時の92％から80％に減少、正常活着率は同59％から72％に増

加、枯死率は同７％から23％に増加、平均苗高は同35cmから3

4cmと、上長成長は見られないが安定した状態であった。一方、

当年植栽木の被害率は18％、正常活着率は97％、枯死率は０

％、平均苗高は53cmと前年植栽木より良好な結果となってお

り、植栽苗の樹高や根系の発達が良好であったこと、客土の

肥料成分を抑制したことが影響したものと考えられた。 自然推移ゾーンの調査

センサーカメラによる動物調査

土湯の森周辺の動物相を把握する目的で平成21年６月２日～９月30日までセン

サーカメラを設置。ツキノワグマなど８種の哺乳類とヤマドリなど２種の鳥類が

記録された。

ハクビシンツキノワグマ タヌキ

リス

ノウサギ

カモシカ

アカネズミ

クロツグミヤマドリ

テン
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６月25日（火）、酒田市の新林国

有林内のクロマツ植栽箇所で、西

荒瀬保育園児25名と保護者25名が

下刈り作業を実施。作業指導の森

林管理署・山形県・酒田市の職員

などを加え、70名が参加。

保育園児に鎌を使っての下刈作

業は危険なので、ハサミで植栽木

周辺を刈り払う「坪刈り」を行っ

た後、保護者達の鎌による刈り払

いで仕上げ作業を実施した。

６月27日(土)、酒田市及び山形県主催の「酒田市都市公園等環境美化活動」が光ヶ丘公園周辺で

開催。総参加者数は約230人。当センターは協賛団体として参加し、第二会場で約30人の市民ボラ

ンティアに刈払い作業などの森林整備活動を指導。また、９月26日（土）にも同様の活動を実施。

～クロマツ植樹地で下刈り活動～

◎森林ボランティア活動の支援

～光ヶ丘松林整備ボランティア活動～

◎森林ボランティア活動

４ 庄内海岸林等の保全活動
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５月28日（金）、酒田市の北港緑地公園周辺（宮海国有林）のクロマツ林で行われた酒田北高等

学校の全校生徒（222名）による森林ボランティア活動を指導。酒田北高等学校の生徒会活動の一

環として毎年実施しているもので、「出羽庄内公益の森づくりを考える会」が支援を行っているも

の。

JT日本たばこが、山形県、鶴岡市、下川生産森林組合と協定し

て、森林整備活動に取り組む「JTの森 鶴岡」が、９月１９日（土）、

第1回目の森林保全活動（徐伐、下刈り）を実施。参加者は約190

名。当センターも、参加したＪＴ社員や地元市民等に徐伐・下刈

りを指導。

～中・高生の森林整備ボランティア活動～

～JTの森づくり活動～
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朝日山地森林生態系保護地域及びその周辺をフィールドとして、森林や自然の働きを体感し自然

との付き合い方を学ぶ体験活動型の森林環境教育を実施。21年度は６回計画したものの、荒天等に

より３回中止。

６月13日（土）、山形市内の小学生親子２２人が参加して

開催。カッチャバ湿原についた頃から小雨模様となったが、

子供達は生き生きと湿原の昆虫やイモリを追っていた。

草の影には出始めハッチョウトンボも見られた。

湿原探検の後はセミナーハウスで世界の昆虫の標

本やオオムラサキの蛹などを間近で観察した。

６月26日（金）、朝日小学校５年生30名、先生

やスタッフなども含め総勢４７名で、大鳥交流

体験学習として実施。

ブナの木に触れたり、草花や昆虫を観察した

り、残雪や雪融け水に手を浸したりしながら、

全員元気に大鳥池に到着。梅雨の晴れ間の登山

を満喫した。

７月11日（土）、西川町大井沢の大井沢川で小学生等の親子41名の参加で開催。

イワナの仕掛けや、川での注意事項等の説明の後、３班に分かれて大井沢川へ。期待を胸に早速

竿を振り込むと、まもなくあちこちで釣れはじめ、子供も親も夢中で渓流釣りに興じた。

午後はセミナーハウスで、イワナを焼いて食べたり「森とイワナの話」など講師の話を聞いて楽

しい一日を過ごした。

５ 森林環境教育の推進

伝説の大鳥池を訪ねて

カッチャバ湿原で初夏の昆虫観察

朝日自然塾の開講

釣りキチあつまれ！朝日山地で森とイワナを学ぼう

ハッチョウトンボ発見！

伝説の大鳥池をバックに全員で記念撮影

イ
ワ
ナ

ゲ
ッ
ト
！
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11月27日（金）西川町大井沢のセミナーハウスで朝日自

然塾連絡協議会を開催。21年度のプログラム実施結果と評

価、22年度のプログラムの策定について意見交換を実施。

西荒瀬保育園は保育園児の森林環境教育を展開しており、当センターも年長組26名に指導を実施。

４月10日（金）クロマツ探検隊Ⅰ 樹木の花や芽、サギのコロニー

などを観察。種の飛ぶしくみの体験。

４月28日（火）巣箱づくり シジュウカラ用巣箱の作成と設置。

６月16日（火）創作紙芝居による環境教育。

９月８日（火）クロマツ探検隊Ⅱ。

10月20日（火）鳥海山で観察会 鳥海高原家族休暇村付近の森林で

観察会。

11月17日（火）緑再生里親事業 10月の観察会で拾った木の実をポットに蒔付。苗

は後に山に植林する予定。

12月14日（月）クリスマスツリー制作 保育園児がドイツトウヒの「松ぼっくり」

をツリーに見立てて、モールやビーズで飾り付けた。

２月15日（月）クロマツの歌を合唱。

３月９日（火）木工クラフト教室。木の枝を顔にみたてたストラップ「モックン」

を作成。

みどりの保育園の支援

朝日自然塾連絡協議会の開催

セミナーハウスで行われた連絡協議会

サギのコロニーを観察

巣箱づくり

秋の鳥海山で観察会

ポットに種まき

ツリー作成 クロマツの歌を合唱

創作紙芝居
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あさひむら観光協会が主催し湯殿山スキー場の中台池周辺

で行われた森の遊えんちを支援。森の遊えんちは、鶴岡市が

掲げる「森林文化都市」を推進する環境教育プロジェクト。

より多くの市民に森林の中に入ってもらうため、「森林に入

るハードルを低くする」をキーワードに、自然の素晴らしさ、

不思議さの体感、危険性の理解を目指したプログラムを展開。

10月10日（土） ブナの森をいろんな不思議を探しながら散策したり、絵本やハンモック

10月17日（土） などでゆったりとした時間を過ごした。また、遊んだ森にどんな生きもの

がいるのか調べるため自動撮影装置を設置し、17日に回収。タヌキなどの

生息を確認。

２月20日（土） かんじきでも腰まで沈む新雪

をこいでブナの森を探検。森の中では、

巣箱調査やソリなどを楽しんだ。連続し

て参加した子供たちは、同じ森の様子の

違いに驚くとともに、特にハシゴで高く

掛けた巣箱が低いことで雪の深さを実感。

10月31日（土）、万里の松原に親しむ会が実施した「巣箱づくりと探鳥会」を指導。

前年に設置した巣箱の利用状況を確認した後、シジュウカラ用とアカゲラ塒用の巣箱を作成し

た後、渡り途中の冬鳥等を観察しながら巣箱を設置。

「森の遊えんち」を支援

雪のブナ林で

「巣箱作りと探鳥会」を指導

昨年設置した巣箱で繁殖した

シジュウカラ

黄葉の中台池で森の遊えんち
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土湯の森（最上川スキー場跡地）で自然再生活動

８月５日から11日まで、平成２1年度東北森林管理局インターンシップを受け入れ。この制度は、

実際の行政実務に接することにより、学生の学習意欲を喚起し、高い職業意識を育成するとともに、

国有林野事業及び林野行政に対する理解を深めてもらうことを目的として実施しているもの。今年

は、山形大学、日本大学の３名の学生が、ふれあいセンターが行っている森林生態系保護地域の保

全管理や自然再生・森林環境教育等の業務について実習した。

実習内容

月日 内 容

８月５日（水） オリエンテーション、局からセンターに移動

ふれあいセンターの事業概要説明等

８月６日（木） 高舘山・庄内海岸林巡視活動

８月７日（金） モニタリング調査（センサーカメラ設置）

室内業務

８月８日（土） 土湯の森自然再生活動実践

８月９日（日） 朝日山地巡視活動（古寺鉱泉～小朝日岳）

８月10日（月） 緑の回廊巡視（鳥海山）

モニタリング調査（センサーカメラ回収・解析）

８月11日（火） 室内業務・オリエンテーション

６ インターンシップ受け入れ

朝日山地巡視 小朝日岳頂上で庄内海岸林で巡視活動
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庄内森とみどりのフェスティバルが、10月24日（土）、25日（日）鶴岡市で、11月３日（火）酒

田市で開催。当センターもパネル展示等で参加し、センターの取組や活動等をＰＲ。

７ 各種イベント等

庄内森とみどりのフェスティバル

センサーカメラの獲物を紹介

好評だった石立て

お馴染みの「銘水」コーナー

顕微鏡でブナハムシを観察

ふれあいセンターブース



平成21年度

朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター 関連新聞記事
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東北森林管理局 朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター

〒997-0404 山形県鶴岡市下名川字落合３

電話：0235-58-1730 ＦＡＸ：0235-58-1731

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/


